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顕微鏡下にその局在を証 明するのを細胞,組 織化学 と
い う。
 Vitamin B・(以 下B・と略称)の 組織化学的研究につ
いては,わ が国では荒木 らが主 として人や動植物を用
いてチオクローム反応を応用 した二次螢光をとらえる
術式を確立 し広範な研究業績を発表 している。
                       1)
 穀類に含まれ るB・の組織化学的研究についても平,
 2)3)4)                            5)
竹生 らの研究が あ り,ま た,外 国 ではSomersら,
   6)        7)




が,そ の うち数種のものの総B・の分布について,ま た,
そのほか通常行な う調理によってB・の局在が どのよう
に変動 し,損 失す るかな どを検索 したので,と りあえ
ず ここにこれ らについて報告する。皆様の御批判を得
たいと思 う。
II.実 験 の 部
II-1.実 験方 法
 II-1-1.原 理
 B・を アル カ リ性にお いて 赤血塩 で酸 化す る と碧 青色







 顕 微 鏡:オ リンパスHLS-II
 光 源:超 高圧水銀灯AHL-250 W
 ブイルター:UV励 起 フ ィル ター, DV-1, BG-12
   鏡筒 フィルター,L-42, B-56
 スライ ドガラスお よび カパーグラス:無 螢光のもの
 II-1-III.試 薬
 i)固 定液:無 水アル コール
 ii)脱 盲螢光液:イ ソブタノール
 iii)反 応液:A液 ・・…・4%赤 血塩液
       B液 ・・…・40°oカセイ ソーダ液使用に際
          してA液 およびB液 を等容混和
          する。
 iv)そ の他の薬品など
 ゼラチン,グ リセ リンな どはすべて無螢光のものを
使用す る。
 II-HIV.標 本作製
 i)固 定:無 処置のまま,ま たは,無 水アルコール
で12～24時 間固定 した後,次 の ように 切片を作る。
 ii) 切片f乍製
  11-1)凍 結切片法:無 処置 のまま凍結 切片とす る。
 なお,さ らに良好な成績を得るためには クリオスタ
 ットに より一20。Cに凍結後 切片にす るがよい。
  ii-11)パ ラフィ ン切片法:試 料固定後,ベ ンゼ ン
 を通 して アル コールをぬ き,ベ ンゼ ンパラフイン,
 パラフィンを通 して包埋 する。その際,艀 卵器の温
 度は58～60。Cと し3時 間停滞 とする。
  ii-iii)ゼ ラチン切片法:無 処置の試料を10%ゼ ラ
 チン液,次 いで20%ゼ ラチ ン液に通 して包埋後凍結
 切片とす る。艀卵器温度は58～600Cと し各ゼラチン
 液に30分 ずつ通 して包埋す る。
 この ように して作 られた試料を切片 とする場合Tyは
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すなわち， Bl量が 50γ%を拙とし， 40γ%を桝， 20 
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写真2 玄米の脹芽(x28) 写真3 玄米の匪乳(x28) 
写真4 白米の匹乳(x28) 写真5 強化米の匹乳(x28) 
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写真8 とうもろこしの腔乳 (x70) 写真9 大豆の子葉(x70) 
備考1. Bl壁光は写真では白く見える
